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■具体的な取り組み 

当社は、キヤノン創業期から受け継がれる『健康第一主義』および自発・自治・自覚の『三自の

精神』に基づき、社員の活力向上と組織の生産性向上を目的として健康経営を推進しています。 

経営層、人事・産業保健スタッフをはじめ、各職場健康推進員、管理職、労働組合などが一体と

なり、職場と個人双方に寄りそう支援体制を構築しています。 

 

がん対策として、職場出張型のがん教育・がん検診予約会、がんサバイバー講演会、代表取

締役社長の講話など、受診率向上に努めており、2025 年 9 月、がん対策推進企業アクション女

性会議「Working RIBBON」の取材を受けました。 

2025 年度からは、キヤノングループ共通の 8 つの健康行動“CHANGE8”を導入し、健康習慣

の定着に向けた活動を幅広く展開しています。社員一人ひとりの行動変容を促し、生活習慣改善

に繋がる取り組みを強化しています。また、他社連携による DE&I 推進の他、キャリア相談体制

（キャリアコンサルタント等）を整え、社員のキャリア形成、離職・休職予防やライフデザインの支

援にも取り組んでいます。 
 

『健康経営優良法人 2026（ホワイト 500）』 『スポーツエールカンパニー2026』   

『がん対策推進優良企業』 『食育実践優良法人 2026』認定のお知らせ 

  ニュースリリース 

この度、『健康経営優良法人 2026（大規模法人部門・ホワイト 500）』『スポーツエールカンパニー

2026』および『がん対策推進企業アクション がん対策推進優良企業』『食育実践優良法人 2026』

として認定されました。これらは、当社の健康経営への取り組みが総合的に評価されたものです。 

 

今後も『健康経営』を経営戦略の一つとして位置づ

け、社員のウェルビーイング向上、生産性向上、組織

の活性化、ヘルスリテラシー向上に向けた施策を継

続してまいります。 
＊「健康経営」は NPO 法人健康経営研究会の登録商標です。 


